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第一朗読：出エジプト記（出エジプト 17・3－7）；「我々に飲み水を与えよ」 

答唱詩編：（詩編 95・1＋2、5＋6、7＋8）；神に向かって喜びうたい、感謝の歌をささげよう。  

第二朗読：使徒パウロのローマの教会への手紙（ローマ 5・1－2、5－8）；わたしたちに与えられた聖霊によ

って、神の愛がわたしたちに注がれている 

詠唱：（ヨハネ 4・42＋15 参照）；主よ、あなたはまことに世の救い主。もうかわくことのないように、いの

ちの水を与えてください。 

福音朗読：ヨハネによる福音（ヨハネ 4・5－42）；永遠の命に至る水がわき出る 

 

今日の福音はイエスとサマリアの女という個所です。洗礼志願者がいる場合、B 年であっても C

年であっても、この福音に替えて読むことができます。それほど洗礼と結びついている場面なのです。

ここで示されるのは「イエスこそ神の賜物である生きた水を与える方である」ということです。この

サマリアの女の心の動きというものが洗礼志願者の心の動きとつながっているのです。もちろん洗礼

を受けて信仰生活を歩んでいるわたしたちにも日々関わって来ることと言えるかもしれません。 

 

正午ごろイエスは旅に疲れて井戸のそばに座り、弟子たちは食べ物を買いに町に行っていました。

ただ休んでいただけかもしれませんが、そこへサマリアの女が水を汲みに来ました。当時、水を汲む

のは女性の仕事でしたが、暑い昼間ではなく、朝か、夕方に汲みに来ていたそうです。そこで女性同

士が井戸端会議を行い、情報交換をしていたと伝えられています。正午ごろ水を汲みに来るというこ

とは、女性たちと会いたくない事情があったのでしょう。 

 

イエスは初めに「水を飲ませてください」と言いました。それに対してサマリアの女は「なぜあ

なたがわたしに頼むのですか」と答えました。異なる民族であるあなたのことは知らないと言わんば

かりです。イエスはこれに対して「もしあなたが神の賜物を知っており、わたしがだれかを知ってい

たら、あなたの方から求め、わたしから生きた水を与えたことだろう」と言いました。かたくななサ

マリアの女に対してイエスは会話の中で少しずつ永遠の命の水に至る信仰へと変えていきます。女性

はイエスのことばに少し引き込まれて「どこからその生きた水を手にお入れになるのですか」とたず

ねました。イエスは「この井戸の水を飲む者はまた渇く。しかし、わたしが与える水を飲む者は決し

て渇かない」と答えました。このことはこの女性には大きく響いたことだと思います。 

 

毎日、毎日水を汲みに来ている女性にとって、まわりの人たちとの関係や自分の男性関係などで

疲れていたのかもしれません。イエスのことばをまだ霊的なものと思っていなくても、決して渇くこ

とのない水をいただきたいと思ったかもしれません。イエスがあとに続けたことばに少し心を動かさ

れたかもしれません。「わたしが与える水はその人の内で泉となり、永遠の命に至る水がわき出る。」

女性は「主よ、渇くことがないように、また、ここに汲みに来なくてもいいように、その水をくださ

い」と頼みました。そして「あなたは預言者だとお見受けします」という言葉が出てきました。イエ

スはここでこの女性に「婦人よ、わたしを信じなさい」と言うわけです。 

 

そして女性は最後に自分が信仰していることを告白します。「わたしは、キリストと呼ばれるメ

シアが来られることは知っています。その方が来られるとき、わたしたちに一切のことを知らせてく

ださいます。イエスは言います。「それは、あなたと話しているこのわたしのことである。」イエス

のことばによって変えられたこの女性は町に戻ってみんなに救い主キリストと出会ったことを話しま

した。この会話のやり取りを通して彼女はイエスを告げ知らせる者となったのです。そしてまた多く

のサマリア人が彼女の言葉を受け入れ信じるようになりました。信じたサマリア人が、イエスに自分

たちのもとにとどまるよう頼んで、さらに多くのサマリア人がイエスのみことばを聞いて信じたので

す。告げ知らせる者が信じる者を生む連鎖となったのです。 

 

わたしたちもイエスのみことばを聞いて信じるようになったときのことを思い起こし、回心の歩

みを続けてまいりましょう。 

 

それではこれより共同体に加わる洗礼志願者の典礼を行います。信仰宣言は省き、洗礼志願者の

ための共同祈願から行います。洗礼志願者と代夫、代母は前に出てください。 


